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-会長あいさつ

「第14回全国大学版画展によせて」

平成元年 7月28日付の読売新聞に「大学の教養

理念を示せ」というタイトルで、「教養課程の解体

も可」とする大学審大学教育学部会の審議経過の

記事が掲載されていた。「まとめ」の内容て、は、「解

体」の後に何を構築するかという現念は示されて

いない。又、新制大学発足当時の理念に代り、今

の時代にふさわしい大学教育のありようとは何な

のかについても、それぞれの大学の理念に基づく

四年間の充実した大学教育と述べられているだけ

で、具体的なものは示されていない。さらに「受

験教育」を受けてきた学生の頭をどのように教育

して行くのか、又入学して間も無い学生に最も有

意義な教育はいかにあるべきか等についても、こ

の報告では示されていないと論じられていた。さ

らに、理念の無いまま「教養課程」という大学の

経営上のホ重荷。から大学が解放されることにな

れば、専門学校化する大学も出て来、それがさら

に受験競争をあおる可能性があるとも論じられて

いたが、私は果たしてそうであろうかと思う 。そ

れではあまりにも、現在の学生も教授陣も信用さ

れていないのではないかと思われる、笑際の処は、

大学設置基準があまりに厳し過ぎて、大学の画一

化、形式化がもたらされたとも考えられなくもな

いのである。「学問や芸術は何よりも自由でなけれ

ばならない」とするなら、文部省が統制すればす

るほど、真の学問や芸術は形骸化して行くのでは

ないだろうか。昔と異って、現在の日本のように

豊かに発展した社会では、各々の大学にも っと独

自性を持たせるべきではないだろうか。

今後学生数も減少して行くものとされているこ

とであり、大学はその独自性の中で厳しく選別さ

れ淘汰されて行〈事と思われる。

審議会の答申では、基本的には、規制を緩め、

各大学がその理念に基づき自由で多様な教育と研

究の実施が出来る体制づ くりに期待をかけている

とされており、その点は歓迎すべきことである。

一歩論を進めて、美術大学の関係からのべるな

ら、 6年制大学の設置、大学院の拡大、きらに、

国、公、私立の区分の廃止と 言うダイナミ ックな

改革で21世紀への展望を切り開いていかねばなら

ないと思われるのである。
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吹田文明

大学版画学会の中心的活動の一つである 「全国

大学版画展」も今回も 14回目を迎える。又町田国

際版画美術館での開催も今年で3回目を迎えるこ

ととなって、漸く一つのシステムが定着して来た

ように思われる。事務局も日大芸術学部から、

東海大教養学部へ移り、活動も少しづ‘つ拡がって

いる。交流展は今回はカナダのアルパータ州立大

学とアルパータ・ ART. Callegeの二校と実施さ

れることとなり、国際的な版画教育と研究制作の

交流も深ま って来ている。

学会の研究発表としては、今年度京都精華大学

の黒崎彰先生の木版、京都芸術大学の吉原英雄先

生のリトグラフの公開講座が予定されており、我

我会員や学生さらに美術に関心のある諸氏に多い

に刺激をもたらして来れるであろう 。又技法等に

ついて、会話する好機を今から楽しみにしている。

この新しい大学環境の進展の中で、大学版画学

会のこれらの研究や活動が、これからさらに版画

科の設置、研究の拡大につながることを切に期待

している。





-第3回アジア美術展特別企画

テーマにひとつの具体的な形を与え得る絶好の機

会と成るはずである。つまり、このワークショ ッ

プの成果として 1冊にまとめられるポートフォリ

オ(オリジナル版画集)は、アジア美術の内包す

る特性と問題を見事に浮き彫りにする時代の証言

となり、且、明日の新しいアジア美術への大きな

ステ ップともなるだろう 。

( 4 ) 

7月上旬、アジア13ヶ国の参加者と日本の参加

者〈別紙参照)が続々と福岡に到着した。 7月下

旬までの約 3週間、福岡で 120部の版画を刷りあ

げる為にである。 100部はポートフォリオ用に、

後の20部(ナンバ一入りエディショ ン10部、 A.P.

10部)は作家自身用である。

簡単に 120部というが、これは各作家にと って

相当なプレ ッシャーだったようだ。特に銅版画の

作家はかなり緊張しており、既に版を作って来た

作家も 2名(韓国・シンガポール)いたのはその

現れで、中には、今回の唯一の女性作家であるイ

ンド代表のように、製版に時間を取り過ぎたあま

り、とうとう刷りの時聞が足りなくなり、ノイロ

ーセー気味になったケースもあるほどである。

時間との戦いとも言うべきこのような緊迫した

局面で、獅子奮迅の活躍をしたのが、日本の若き

アシスタント達(別紙参照)である。わざわざ東

京から来て貰った10名と地元2名の版画家の卵た

ちは、いざ、刷りの作業が始まると、どちらが主

でどちらが従かと見まちがう程、ビシビシと作業

を進め、何とか期日までに 120部を完成に持って

いった。その仕事ぷりの優秀きは目をみはるもの

があり、もし、彼等がいなかったら……と思うと、

今更ながらゾッとする。各国の参加者達も一様に

その優秀さを認めたよ 7だ。7月26日のサヨナラ・

ノマーティの席上で異口同音に「アシスタントのO

Oさんに最大の謝辞を送る」といったスピーチが

相継いだのもその現われであろう 。この事実は、

それだけ親密な人間関係が生まれた証左でもある。

日本の若手作家でもある彼等アシスタ ント達とア

ジア各国の作家との深い交流は、今後の日本とア

ジアの版画交流に大きな礎を築いたと 言えるだろ

。

、
「
ノ

もちろん、参加作家同志の交流も大きな実りを

みせた。7月7日の全体会議の後のパーティで、

野田哲也・吉田穂高・中林忠良各氏の実作被露と

吉田穂高氏の木版画デモンストレーション 福間市美術館版画工房
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ビデオを交えた制作方法の説明は、アジア各国の

作家の強い関心を呼び、矢継ぎ早の質問に3氏共

汗だくだった。また、 7月22日の吉田穂高氏の制

作デモンストレーション(木版画)もすごい熱気

に包まれ、その後に聞いた各参加作家の自作スラ

イド ・ショーも相互の作品を知りあう良い機会と

なった。

( 5 ) 

作業自体は、版種別に 3つの工房に分散して行

なわれた。九州芸術工科大学(銅版画)、九州産業

大学(銅版画)、福岡市美術館(木版 ・リト グラフ・

シルクスク リーン)の各工房である。 特に上記2

大学に於いては、大学側の格別のご好意と各々の

工房責任者(九州芸術工科大学の吉田東教授、九

州産業大学の八木穂副手。共に版画家でもある。)

の絶大なる協力を頂いた。

各工房、工房毎にすばらしい運営とまとまりを

みせた。作品制作過程における相Eのアドバイス

や遠慮、のない批評がお互いの作品の質をどれだけ

高めたか計り知れない。この点で言えば、日本の

アドバイザーの意見もよく聞き入れられた。バン

グラデシュやシンカ。ポールやインドの作品は、木

村希八氏の意見が採用されて、みちがえるほどよ

くなった。また、モンゴルからの作家は、日本の

参加作家のひとり小)11幸一氏からシルクスクリー

ンを教わり 、グラデーションの技術をすっかりマ

スターした。

しかし工房を 3つに分けたことは、問題でもあ

った。 1ヶ所に18名は収容しきれないので仕方な

〈分散したわけだが、各工房毎の設備や環境や交

通便の相違が、各参加者の中で不平等をきたした

し、各工房毎にはまとまっても、全体としては 3

班に分かれた感じで、統ーしたまとまりに若干の

不満が残る結果となった。 120部を刷る為には滞

在期聞が短か過ぎた点も含めて今後の反省材料で

もある。

こうしてみると、韓国国立現代美術館の劉副館

長が私に言われた「どこか郊外の学校か何かをそ

っく り借り切って、そこに総ての機材を持ち込み、

全員がそこで寝食を共にし最底でも 3ヶ月位の共

同生活の中で作品を作りあげるシステムが本当の

ワークショ ップではないだろうか」と言う提言が

いま頭をよぎる。ワークショ ップのひとつの理想

像として忘れてはなるまい。

( 6 ) 

冒頭にも述べたように、“実験的な試み"であっ

ただけに、実に様々な問題が起きた。紙やインク

の見込み違い、写真製版の著作権、銅版メ ッキの

時間的問題、アシスタントのオーバー ・ワーク…

…数え上げたらきりがない。

しかし、なにはともあれ、 18名の作品を全部収

録したポートフオリオ「アジアの現代版画一1989J

が10月初には完成する。イベントは、終ってしま

えば消えてしまうが、このポートフォリオと、今

回のワーショ ップに参加したり関係したりした

人々の胸の中の思い出や教訓はいつまでも残るだ

ろっ。そしてこれが、次回の版画ワークショップ

の布石になり、更に新しhアジア美術の創造への

大きな飛躍になればと、心から願う次第である。

〈各国参加作家)18名

ハビブル ・ラーマン(バングラデシュ)任順成(中

国)アヌパム ・スッド(イン ド)アブドウル ・ジ

ャリル・ビロウス(インドネシア)河東哲(韓国)

ロン ・テ ィエン ・シー(マレーシア)ムンクフジ

ン ・ツルテミ ン(モンゴル)ラム ・クマール・ノf

ンダイ(ネノぞーjレ)グルジイ(パキスタン)ヴイ

ルギリオ・アヴィアド(フィリピン)タン ・スイ

=ヒ ャン(シンガポール)H.A.カルナラトネ(ス

リラ ンカ)タヴ、オルン ・コー=ウドムヴィ 卜 (:タ

イ)小川幸一、馬場章、 山中現、野田哲也、 吉田

穂高(日本)

〈日本アドバイザー)2名

木村希八、中林忠良

〈日本アシスタント )12名

赤星啓介、藤井新一、ドリーン ・ナルト、柳さお

り、斎藤千明、坂本奈緒美、池上武男(東京芸大

関係)小柳聡史、石綿薫、平井剛(武蔵野美大関

係)本郷文夫、立山亘(九州|芸工大関係)
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-ワークショプの作品

インドアヌパム・スッド 次募への準備……

フィリピンヴイルギリオアヴィアド ヒロシマ・わが愛 事車国河東哲補岡からの手紙

小川幸一青い球体No.5 
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.rアシスタントからの目」

九州芸術工科大学の工房

藤井新一

福岡市は、今年市制 100周年を迎え又福岡市美

術館も開館10周年。

街は、アジア太平洋博覧会 よかとひ。あーが開

催され祇園山笠の熱気と連日の猛暑と東京にては

体験出来ないぐらいのひぐらしの鳴き声の中、 3

週間ひと夏の福岡を堪能して来ました。

今回我々が、アシスタントとして参加したこの

企画は、福岡市美術館が、開館以来アジア各国と

の美術文化交流を目的として行なって来たアジア

美術展の第 3回展にあたり、その記念事業として

アジア各国からー名選び美術館に招待して く版画

のワークショップ〉版画集を、 3週間で制作して

もらうということでした。

作家は、海外から13名と日本から 5名で、工房

を美術館 ・九州芸術工科大学 ・九州産業大学の 3

ヶ所に分れて行ないました。

アシスタントは、 13名で日程の都合や作家の作

品の進行状況に合わせて手伝うようになりました

が、作家の方の中には、自分の本来の仕事の延長

ですんなり制作を進める人もいれば、日本の技術

をもっと取り入れて仕事をしてみたいという人や、

あまり版画制作の経験が少ない人などもいて、ア

シスタントといっても人によっては、かなり苦労

したと思います。しかし、そこは同じ美術を学ん

でいる人達ですから言葉はあまり通じないのです

が、身振り手振りで何をやりたいのか、何を望ん

でいるのかだいたいわかるもので………当初、作

家の方達の不安と緊張感で堅くなっていた表情も、

臼が経つにつれて和んでいき予定されていた120

校のエテ、イションも無事に完成出来ました。

最後の週の終わりに、作品の披露を兼ねた打ち

上げノfーティーは、皆様の満足そうな顔と、地元

の作家でもあり日本代表の参加者である小川幸一

先生のスピーチの時歌われた「祝い目出度」が、

様々な悩み ・試行錯誤や失敗などを乗り越えて出

来上った作品を前にして、とても感慨深いものが

ありました。

自分としても貴重な体験をさせてもらえたとい

うことで、改ためて今回参加した意義があったと

思います。

石綿薫

福岡市立美術館主催「アジア美術展」の特別企

画、版画ワークショ ップにアシスタントとして参

加した。材料調達から製版 ・試刷 ・本則り 120枚、

サイン記入まで3週間(1)というハードな日程だっ

たか¥スタ ッフ全員が力を合わせ終了する事がで

きた。

「作家達はどんな声を発信しているのか?J アジ

ア現代美術に興味をも っていた私にとって、ワー

クショップに参加した最大の収獲は制作を通じて

直接、アジアの作家達とコミニュケーションでき

た事である。工房のみならず作家の滞在している

ホテルまで出掛けて、旧作を見せてもらい、それ

ぞれの抱えているテーマ、伝統と現在について語

り合った。あらゆる意味合いが薄められてゆく日

々に、どう反抗して良いのかわからない今の自分

自身が認識できた。もう少し掘り下げた会話をし

たかったか英語力不足で思う事が伝えきれず、歯

がゆい思いを何度も味わった。

「いつの日にか、また会いましょう。」の言葉を頼

りに私はも っと私自身を深めなければならないと

思う 。

河東哲氏の制作風景
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斎藤干明

私は、ネパールからのRamKumar Panday氏

のアシスタントをしました。彼は、ネパールでは、

地質学の専門家として活動しており、版画を制作

するのは、今回のワークショ ップが初めてで、実

質2週間の制作期間内に自彫自摺りで 120ものエ

ディションを作るのは、彼に，と って大きな負担で

あったと思います。

彼の話では、ネパールに於て版画は、芸術表現

の一つの手法として使われてはいないそうです。

カースト制などの身分制度により版画 (主に木版

画)を作るのは身分の低いとされる職人で魔よけ

の札などの宗教的な物や暦などを作るのに用いら

れている為、彼を含む知識人階級にと って版画は、

遠い位置にあるわけです。逆に西洋から入って来

た物を取り入れるのが彼等の特権とされており、

その為現在ネパールでは、油絵が表現方法の主流

となっているのです。

今回のワークショ ップでは、技術的な面で、彼

自身が作品に直接かかわる機会が少なかった為、

作家の考えが充分に反映されているか、疑問視さ

れる所です。

しかし、彼が、伝統木版に興味を持った事や、

ほんの少しでも技法等を紹介出来たのは、有益で

あったのではないでしょうか?

私にと ってもこのワークショ ップに参加し、ア

ジアにおける版画の現状を実際に見る事が出来良

い経験となりました。
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ドリーン・ナルト

今年の夏、福岡で特別な集りがありました。ア

ジアの14ヶ国を代表するアーテイストが日本へや

って来たのです。彼等と私達助手と福岡市美術館

職員によるアジア版画のポー トフォリオ (エデイ

ション 120枚 )を制作する為、我々は、一生懸命

努力しました。

私は、タイのタヴォルン、ユオニウドムヴ、ィト

さんの助手として働きました。彼の版画工程は、

木版による 2版と、紙を染めること、シンコレー

とコラージュとシルクスクリーン、その上金箔を

使いかなり複雑な工程の為計画的に仕事を進めな

ければなりませんでした。

初めに、彼の版画には紙の選択が重要で、、作品

に合った紙を探すことは、とても難しい問題でし

た。タイから持参した紙もわずかに足りませんで

したので私は、ミスしないように仕事をしなけれ

ばなりませんでした。

彼との仕事は、大変でしたが、仕事をしながら

美術や版画のこと又タイの話などして楽しい時間

をすごしました。

版画でポートフォリオを作るという大きな計

画は、各国経済 ・文化・生活水準が異なるので、

アーテイス卜の考え方も違い、いろいろな問題が

起ります。けれども、福岡でいっしょに仕事をし

たことにより、現代版画や自国の美術の状況がも

っとわかったということが上げられます。

更に、この企画は、アジアの国々との関係を密

接にし、版画に対する興味をも っと引き出すこと

になるだろうと ，思いました。



-中国版画の制作現況

1987年夏、中固め西安で日中教育版画の交流大

会が催され参加しました。その時の版画研修内容

が先方の引き金となり、広州、比 四川省の両美術学

院より西洋式版画の講義要請を受け、今年の 4月

中旬から約 1ヶ月間に亘に中国を旅して来ました。

最初は広州美術学院で2週間の講義を振り出しに、

重慶の四川美術学院5日間(画家之村を含めて)、

その後は南京芸術学院 ・上海美術館 ・抗州のj析江

美術学院と訪校しましたので、中国の学院で行わ

れている版画現状を肌で知る事が出来たことは、

大変幸運で、したし、又、中国伝統の木版工房を具

に見学する機会も得られて、非常に有意義な旅で

した。その紀行をかいつまんで述べてみます。

中国の美術学院に共通している点は、何れも広

いキャンパス内に、樹木が多〈、緑の空間には彫

刻の作品が程良〈調和していて、とても閑静で、、

公園にでもいるような錯覚さえします。日本のよ

うに冷たいコンウリートの校舎の林に固まれてい

るのと比較して、格段の違いを感じました。この

ような恵まれた環境で学習出来る学生達に、当初

は非常に羨ましさを覚えた次第です。

入学競争率は500-800:1 (地区に依り異なる)

と云う厳しい難関だそうで、広い中国の各地から

学生が集って来ていますので、キャンパス内には、

教授・助手 ・教務員 ・学生が夫々の住宅 ・宿舎が

与えられていますし、食事から学用品まで、学院

内で調達が出来ますから賛沢を望まなければ、結

構生活が出来る小さな村のような機能があ って大

変便利ですが、その反面教授の宅には夜遅〈学生

達が相談に来る事もしばしば有るそうで、良いこ

とばかりでないとこぽしておりました。

版画科は、銅版 ・石版 ・スクリーン ・木版の 4

科目に分かれ、各科は12-20名位で、版画の全学

生も総数が6&-80名位と大変少ない。 1-2年生

までは、教養 ・基礎学科を学ぶ3年から夫々希望

の専門学習へ進むようになっています。

版画系には、主任教授(2 )・主任講師(副教授)

( 2 )・講師(4 )・教師(4 )と甚だ恵まれた陣容で

す。授業時聞は 9: 00 -17 : '00で昼休みが2時間、

1時に短縮を主張しましたが、折裏の 1.5時間に

なりましたが、全講義が終る頃になって時聞が守

られるようになりました。永年の習慣を変えるこ

との難かしさを知らされました。

池田正雄

講議は、銅版 ・平版 ・スクリーン・木版の 4科

目で、版材料 ・工具の全ては、弊社の商品で実施

しましたが、費用の全て新日本造形の負担です。

銅版教室には、技法書の写真を参考に町工場で製

造させたと云う、版画プレス機 (中型) 2台あり

ました。しかし操作が非常に重いのでその内の 1

台を電動式に改良したそうですが、刷り速度が200

r.p.mととても速く危険なので、先生立合い以l外に

は使用させていないとの事でした。而かし腐蝕設

備もなく、又、プレス機も常時使っている形跡が

ないので、疑問に思い尋ねました所、銅や亜鉛等

の金属板は重工業生産が優先なので、 一般市場で

はとても入手が困難で思うような授業カ古出来ない

との由でした。従って1枚の版をとても大切に使

い、裏面まで殆んどの学生が使っているそうです。

私達に取っては、版材はとても貴重品だと申して

おりました。

そんな材料不足の中で、工夫しながら銅版制作

を続けている先生がおりました。手探ぐりでメゾ

チントを研究して 5年になるが、メゾ版づくりに

ニ一ドルではとても時聞がかかるので、鋼鉄線を

5本平列に紙の枠に並べ、綿紐で結束して使って

いました。ベルソーは技法書では見たが、現物を

手にしたのは初めてと云 つことでしたが、値段を聞

いた驚きょうは大変で、した。それもその筈で、先

生の月給の丸々 5ヶ月分に相当する額になるから

でした。 1週間程経てからどうしてもベルソーが

欲しいと云われた時には、私の方が跨E著しました。

(その点、日本国はなんて恵まれているかを・・

痛感きせられました)

エッチング刷り 南京芸術学院

-8-



彩拓版画 一枚の版木上で彩色する方法

スクリーン教室……クレヨンを用いての描画法

とジアゾグルーに依る感光法のみで、一番オーソ

ドックな切り抜きは材料がなく行っていませんで

した。ジアゾの感度が高かいので暗室が必要で、

扱いが不便でした。焼き付け器・暗室 ・乾燥室等

は先生達の手造りだと自慢していました。この科

ではサン描画と感光をやりましたが、取り扱いが

便利な上、失敗がないのでとても興味を持ちまし

fこ。

平版教室……学習は全て石版石を用いていまし

た、小型(柾判用)平版プレス機が 3台あります。

大変に古い機械で時折り修理して使っているとの

ことでした、主任教授は金属版を用いるのは初め

てだととても不思議な様子でしたが、石版石より

も簡単で、而かも速く出来るので篤カ通れていました、

金属版を繰り返えし使いたい要望が強〈、再生法

の学習を時間外に行いました。

木版教室……版画科で一番人気のあるのが水印

木刻で、学生も25名と多い、版木はベニヤ板が主

で板ものは小作品用にしか用いていませんでした、

ベニヤの表面はラワン材のような目があり堅い品

質のものでとても彫りにくい材質ですが、切れの

良くない彫刻万を器用に操りながら、筆で描いた

ような軟かさを表現するすぐれた技術を彼等は身

につけています。刷り具は、日本で使用している

パレンの形をしたものは見られませんでした。彼

等は竪木のへらやスプーン、木に椋皮を巻きつけ

た把子(ノfーヅ)と云うものを使っています。

「画家之村」の紹介

重慶市に中国内の有名な芸術家が集団制作をし

ている所です。徐匡(木版画家)村長を中心に17
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名の作家が、政府の助援の下に制作や地方の講演

指導等文化活動をも目的とした集りです。

楊子江の嘉陵江支流を眼下に見おろせる高台に

夫々のアトリエ・住居があり、共同使用の運転手

つきのベンツが配備された、大変恵まれた環境で

制作をしています。版木は、桑の木を用いていま

した。中国では桜の木がないので桑の木を使って

いる由で、桜よりも轍密で堅〈これに優る版木は

無いと申していました。中国では良い彫刻IJJJがな

く高価だが日本の輸入品に頼っているそうです。

刷り具は、薄い紙の場合は椋皮製の把子を用い、

大作の厚い紙の場合は把子では刷り圧が弱いので

型木のへらやスプーンと使い分けていました。

日本製のパレンを所持してる方が、これは北岡

文雄先生がここへ訪れられた時に頂戴したもので、

大変便利な道具で大切に使っていると申していま

した。

私が訪問した時は、吾々は木版だけでなく、種

種な版画を学ぶその中から新らしいものを生み出

して行きたく、きし当り銅版から初める方針でエ

ッチング工房を新設中でした。既に国産の大型プ

レス機が据えられていました。もう制作活動され

ている事と思います。

終りに……教授は予算が少ないし何にも出来な

いと嘆く反面、学生達は西洋式版画を広い領域の

学習を強〈希望していたのが大変印象的で‘した。

今回の訪中で、私達が想像しがたい程、材料・

工呉等が極端に不足していることを知りました。

而かし学生達はこれに怯まずに近代版画と格闘し

ているのが今の中国の現実の姿です。中国の風情

を失うことなく、世界の版画へ羽ばたく日を願っ

て止みません。

木版広州美術学院



-新版画工房の外様

「女子美術大学新校舎建設よりJ 田村文雄

①大学移転に伴う版画科とカリキュラム

美術大学に版画科の設置をスローガンに学会の

前称、大学版画研究会が発足して以来、色々な問

題の提起や検討が重ねられ、いくつもの芽が育ち

そうな気配があ っては消えた中で、女子美術大学

の12年間の版画科は学会の今後の方針や可能性を

考える時、単なる実験的試みで、終ったかのように

思われがちであるがその痕跡は将来を考える上で

意義のあることと確信している。版画は絵が描け

れば(油絵が描ければ)簡単に創れるかのごとき

大方の美術大学教育の認識に対して、版による独

自の表現の教育的可能性を模索しながら、学会発

足当初に提案されたカリキュラム私案を軸に、ス

ター卜して、その聞いろいろな問題を抱えながら

も現在まで10回生、 200人余の卒業生を出してき

た。女子美術大学は、大分以前より大学設置基準

に照した改善を迫られ、さらには将来の展望のた

めに大学を移転する計画が進められてきた。具体

的には1990年4月開校(創立90周年)を目ざし、

'85年頃から移転に伴う増員をふまえた学科新設

従来の学科、専攻再編成の検討が始められた。そ

の過程で版画科は12年目にあたる'87年 7月に約 2

ヶ月間にわたる話し合いの末に、絵画科の洋画、

日本画専攻分離の方針の中で、デメリ ットな部分

のみ指摘されて洋画との合併による単独募集の廃

止が決まり、他大学と同様な形の 3年次よりの版

画、油絵コースの選択制に逆行、 '88年度の新 1年

次より実施、現在に至っている。

合併による新カリキュラム(数字は 1、2年聞

の合計単位数一資料 1)は版画科一版画(9)、油彩

(4)、素描(7)、水彩(2)、彫刻(2)に対して、洋画専攻

- 1. 油 矧}uと版画(3)、2.版画(7)と油彩(7)のい

ずれかを選択する。素描などその他の科目は全員

が履修する。版画と油彩の科目名を各々 AとBと

に分けて、 A (油彩A7単佐、版画A3単位)は

全員が履修する。 B (油彩B4単位、版画B4単

位)は選択必修する。すなわち入学時に版画B又

は油彩Bを選択して、その履修科目によって版画

クラス(4版種を行う)と油絵クラスに分けて 2

年間行い、 3年次にあらためてコース選択する。

版画スタ ッフは版画のAとBを担当する。移転後

のカリキュラムも多少の科目変更はあるものの基

本的にはこの形で運営していくことが決定してい

る。

①新校舎、新版画工房について

校地面積約 3万坪の 3分の 2の敷地に、本部講

義棟を含めて 8棟から成り、延床面積約35，000m'

の基本計画で建築中である。絵画棟は 4階建、約

6，000m'で洋画専攻、日本画専攻が入り、各々学生

数に応じた専有面積がきめられている。版画実習

室は洋画専攻の版画として 1階に設置、約620m'

を専有する。研究室と 4つの実習室、倉庫、ロッ

カ一室とからなる。研究室は大学全体としては専

任教員以上の個室制であるが、版画の教員 2名、

助手 2名の構成と事務的仕事を行う場も考えて 3

つのスペースに区切った。実習室は 3、4年の孔

版・木版実習室、石版 ・銅版実習室、木版と描画

専用の実習室と 1、2年用の基礎版画実習室の 4

室。杉並校舎現工房と比較すると腐蝕室、ロッカ

一室、倉庫、暗室を除いて約1.3倍の規模となる 。

石版・銅版実習室と孔版 ・木版実習室の面積差は

版種選択の実績数によるだけでなく将来の方向も

考えて決めている。工房をつくるにあたってプレ

ス機等のある室と描画専用の室を分離したことは

特別新しい発想と云えないけれど、単に制作しや

すい環境を作るだけの考えではなく自発的積極的

に制作をやろうとしたら出来る空間づくりを目ざ

している。他の実習室から大分離れた描画室の使

い方をうまくできれば大変重要な意味を持つと考

えている。

一番問題のある腐蝕室のスペース、設備、排気、

排水に関しての詳細は次号以降に機会があれば、

写真、図面などを添えて新ためて報告したいと考

えています。基本的には腐蝕室を一つの箱とみな

し、下部にたまる有毒ガスを床上10cmぐらいのと

ころに設うけた排気孔によって 1ヶ所に集め、 2

ヶ所に付ける強力な排気装置によ って屋上まで引

き上げ排気する仕組みです。他の実習室の設備、

仕様等に関しても計画要求したものと実際に完成

したものとは変更部分が必ず生じると予測されま

すので現時点では計画案として報告します。
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-技法研究

メゾチント電動下地製版機の開発経過(2)

4.ジーゲン360の製作

前号で報告したジーゲン IIは、約 2年間に渡り

大いに活用し、特に大型の版にはその機能を発縛

したが、以前から使 っていた2.5インチ幅のベル

ソーを用いていたこともあり、製版能率が悪〈、

また目立て面に生じるわずかな不均一にも不満が

残った。これについては市販されている幅の広い

ベルソーを用いる解決策も考えたが、どうせ時間

を節約するなら、もっと大きなベルソーが有利と

考え、 365mm幅の定尺銅版に継ぎ目なしで目立て

できるサイズを思い立った。こんな大きなベルソ

ーは前例がなく、その設計や製作業者を見つける

のにも結構手間取った。

ところで吋ルソーの先端の曲線は円周の一部(円

弧)になっているが、その径はどの様に決定され

るのだろうか。国産、外国の市販のものを調べて

も、手で持ち使うことを前提に作られていること

はわかるが、大型になると根拠がわからない。ベ

ルソーの円弧について書いている技法書は、ベル

ギ一発行の一冊のみで、それ以外に見当らず、そ

こに書かれた 7インチの径が良いと言うのも、も

ちろん手持ち用のベルソーであり、大型の参考に

はならなかった。

円弧が約370mmの大型ベルソーの形状は、刃先

の版面への食い込み角や、駆動する機構全体との

バランス等を考え決定したが、実際にはベルソー

を作る工作機械の制約や価格との妥協もあり次の

様になった。材質SKS-2、円弧の半径400mm、

ジーゲン360全体図(長辺は1600mm)
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鹿取武司

講のピ ッチ0.5mm(50.8線/インチ)のものがで

き上った。できればピ ッチは0.3mmくらいがほし

カミったグ〉だカイ。

ジーゲン360の主な改良箇所は、常に均「で安

定した製版面が得られる様に、全体の構造や駆動

系を考えた点にある 。そのために全体を特にコン

ノfクトには設計せず堅牢な構造とし、ベルソーの

駆動と銅版の前進 (II号機ではベルソーを前進さ

せていた)を正確に制御するために、スピードコ

ントロールモーターを使用した。ベルソーに掛る

版画への押圧も、重りを直接附加できる様にして、

運動中でも十分なカで無理なく、しかもソフトに

版蘭に当たる様工夫した。

2つの速度制御モーターを使うことによ って、

目立ての条件を広範囲に安定して設定できる様に

なったのは、ジーゲン360の最大の特長である。

ベルソーの左右振りの速度が変えられると 言うこ

とは、目立ての密度の調節のみならず、ベルソー

の重りを変えた時 (版面への押圧を調整した時)、

左右振りの↑貫性モーメントに合致した速度設定が

できるので、駆動系の負担も小さくて済み、雑音

発生の防止にもつながるメリ ットが生じた。

この大型ベルソーの使用により目立ての作業能

率は飛躍的に向上した。II号機に比べベルソーの

ピッチの差を計算に入れても約10倍の製版速度が

得られることにな った。

必用回数だけ目立てをすれば、下地製版終了後

すぐにスクレーパーによる描画制版に入っても問

題はないが、電動製版機による下地はあまりにも

目がそろいすぎていて、刷り上った時冷たい感じ





入ることになるが、これを何とか描く版画にして

自由なドローイ ングの表現世界を持ち込めないか、

との試みである。すなわち電動製版機をデ ッサン

の木炭にたとえれば、スクレバーは練りゴムであ

り、目立てと描画製版を交互にくり返しながら、

言わば描いたり消したりしてデッサンする様に、

形や空間や材質感を描き出すことができぬかと言

う発想である。

これについては現在いろいろとテスト中である

が、ピッチの荒いジーゲン360のベルソーでは不

十分で、、ジーゲン Rの完成を待って本格的に取り

組むことになる予定である。

以下現在実施している電動下地製版機を使った

2、3の具体例を紹介したい。

モノクローム版の場合

1 )ベルソーの押圧と刻点の密度を変えて異な っ

たマチエールを得る方法。版面の状態と刷り上が

った面とは表2のような関係になるので、画面全

体を一定にではあるが表現意図に応じたマチエー

ルに設定できる。

2 )目立ての途中で描画製版し、再目立てを行う

方法。4方向の目立て一→描画製版ー→ 4方向の

再目立て。これを 2-4固くり返す。写真の背景

は4方向の目立てにサンドペーパーをかけて調子

を弱くしたもの。(次ページ右上)

3 )カ'ムテープ(布製)等を銅版に貼り、図柄に

合わせナイフで切り必要部分を残す。その上に目

立てを行うとテープの貼つである所はベルソーが

かからず白くなる。途中ではがせば目立ての回数

の調節にもなる 。

多色版の場合

1) 4版の原色による色版制作の時、各版を一様

にモノクロ版より 3/5-4/5程度密度を落として下

地を作る。浜口陽三氏の様なウェ ット印刷IJ (一色

が乾かない上に次の色を重ねて刷る)では、目を

立てすぎるとインクののりが極めて悪くなる。

各版ごとに密度を変える方法もある。

結びに変えて

現在稼動中のジーゲン360は、抜群の下地製版

能力があるので、もしこれがアトリエに一台あれ

ば、十分に自の立った版を言わば湯水のごとく使

うことができる状況になると言える。しかしこん

な発想は、手で目立てをしたことのある者であれ

ばまず.出て来ないであろう 。とに角今までは多大

な労力と時聞のかかる下地製版が終了しなければ

描〈工程に入れず、しかも誰もがすぐに安定した

下地を作れるほどベルソー操作は簡単で-はない。

それ故に多くの作家がこの下地製版終了の原版を、

非常に大切に扱うのは当然のことである。

しかしメゾチント独特のこの下地製版工程その

ものが、メ ゾチント版画の良きを支えているにち

がいないが、一方で大きな制作上の制約を与えて

いる側面が見のがせない。したがって電動下地製

版機の導入によ って、下地製版工程から開放され

ることになるが、それによ ってもたらされる情況

ジーゲン360による目立面 上は長辺370mmの大型ベルソ一、左下は2，5インチと 1インチ巾の市
-14ー 販のベルソー、右下は円形ベルソー



は単に時間的、労力的省力化の物理的な面にとど

まる のではなく 、メゾチ ン ト制作全体にかかわる

ものとして考える必要があろう 。

すなわち電動下地製版機を使うことによ って、

一層大型の版や複数の色版の制作に積極的になれ

ることもあろうが、むしろメゾチントの表現領域

を拡大する様々な試みにチャレンジでき、失敗を

恐れることなく大胆に挑戦できる可能性やさらに

手による操作では作り得ない種々の版面が新たな

創作の契機となる発展性にこそ、最も期待される

メリ ッ トがあると私は考えてい る。

いずれにしても製版機の導入がもたらす情況を

どう受け止め るかは、作家自身の問題であり課題

である。

表 1 各製版機機構・性能一覧

1 号 機 2 号 機 3 号 機

40Wインダクショ 40Wインダクショ 40WスピードコンJ、、， 
Jレ ソ 駆 動 力 ンモーター ンモーター トロールモーター

ベ ルソー前進機機(銅版前進) 重り 重り 6Wスピードコン
トローノレモーター

ベノレソー 押 圧機構 ノ〈ネ ワイヤーによる重 ベルソーに直接重
りの筆引 りを附加

使 用 ，、.、 ノレ ソ 2.5in幅ニューヨ
左に同じ

特注ベルソー
クライオンズ製 360mm中高

，、、ー. ノレ ソ 押 圧 (kg) 可変 (0-4.5) 可変 (0-5) 可変(1.5-7)

ベル ソ ー 振 り幅 (mm)
一定 (50)

左に同じ 可変 (0-360)* 2.5 in幅使用時

ベノレソー往復速度(回数/分) 一定 (100) 左に同じ 可変 (0-100)

ベルソー(銅版)前進速度(阻/分) 可変 (15-20) 可変(12-20) 可変 (0-30)
ホ非常に不安定

本 体 総 重 量 (kg) 21.5 23.0 60.3 

表 2 ベルソー押圧と刻点密度との関係

昔日j 点 の 密度(個数/mm2)

400 - 200 100 - 10 

-深い黒地 -階調乏しい
d、、a 6 . r.皆調箆か -ぼそぼそした肌合い
ノレ -細かな錨写が可能 -予定い7 チェーノレ
ソ -繊細さ、冷たき • H量;カ‘さ4 

押 -コントラスト大
-ー・----ー・・・ーーーーーーー・ーーーーーーー..・ーーーーーーーーーーーーーーーーー・ー申 ー・ー...ーー・-------------------------------圧 -明部の調子は出る

3 • i炎い調子
kg -調子に強き、深さがまった

m/ m2 くない
) 2 -実用にならない

-対圧安定性が悪い

標準的な実用の範囲は密度250-350(偶数/mm2)、抑圧2.5-4.5(kg/mm2)であろう

-15-

4 号 機

60Wスピードコン
トロールレバーシ
プルモーター

10Wスピードコン
トロールモーター

ベルソー支持金具
に附加

特注ベルソー
直後131mm

可変(1-7)

可変(0-900) 

可変 (0-100)

可変 (0-50)



-公開セミナーについて

「私の技法」 吉原英雄

秋の個展の作品を今送り出したところです。こ

の夏の休みの問、その作品にかかりきりでしたの

で、12月の公開セミナーで何をしょうか、まだ考

えがまとま っていません。

私の技法といっても特別の秘技を持っているわ

けでもありませんが、 1974年の版画芸術に、「石版

画鑑賞のためのテクニ ッグ、素材をどう解釈する

のか」という 一文を書いていますので、もう 15年

も前の文章ですが、考え方の上では今も変ってい

ませんので、ここに抜粋して転載させていただき

ます。

リトと銅版の併用

ほ‘くが版画を始めて手がけたのは1954年頃であ

る。その当時リトを発表していると、作り方の質

問をされ、説明すると必ずといってよい位「なん

だ印制ではないか」という答が返ってきた。この

素朴な反応も今はほとんど耳にしなくな った。当

時「印刷ではないか」といわれることに人知れず

コンプレ ックスを抱いたものである。そういう人

も銅版画に対しては違った反応を示していた。「ペ

ンのデッサンより線が盛り上っていて物質として

立派だ」というのである。銅版に対して劣等感を

持たされるからといって銅版を作ろうという気持ち

にはなれなかった。というのは銅版が持つ暗さ、

重さ、アク (灰汁)にはどうしても我慢がならな

い。銅版を作っている時のどこまでも沈潜してい

くようになってしまう自分のイメージが嫌だった

のである。だが反面リトのフラ ットさにも我慢が

ならなかった。その時考えついたのが、版画は版

と紙であるという、いとも単純なことであった。

版の方は化学的にどうすることも出来ないので

写される紙のことを計算に入れる可きではないか

ということである。つまり紙の二次元を絵の発想、

の段階で考えに入れなければならない。紙がベー

スになることを意識して、その紙の白きを変質し

ていかなければならない。何もしないところの紙

のままの白と、手を加えた色や形によ ってはさま

れて生じる白に、同じ紙のままの白でありながら

価値のちがいが出てこなければなるまい。これが

成功することによ って紙の存在が生まれ、一枚の

リトが物質的強さを持つのではないかと考えた。

それから、更にこれを一目瞭然にしようとして

紙を破って裏面を表に持ち込み、「ターン・ダウン」

という連作を作った。きて、この質を変えようと

する欲求から、石版と同時にあれほど敬遠してい

た銅版を併用しようと思いついた。四角な銅版の

プレー トの中に、イメージをとじこめようとする

と閉鎖的になるけれど、リトと同一平面に、部分

だけを銅版にして、しかもプレートの中で完結し

ない物の一部分を併置すれば閉鎖的になるはずが

ないと思ったことと、銅版のところとリトのとこ

ろの紙が完全に違った質になる。つまり紙の自の

部分を、完全に侵されないままの白と、銅版の圧

力に侵された白との異質な空間を二次元の中に併

存させることが出来る。こうすれば何等無理をす

ることなく、 リトはフラ ットであることが特性と

なり、銅版の腐蝕感とかインクのアク等も特性と

して、それぞれが本来の姿であればある程、生き

てきて併存する意味が出てくる。そう思ってリト

と銅版の併用を作った。一一中略一一

鑑賞者から見れば、滑稽なことかも知れないが、

しかしたとえ、たかだか紙や金属版でしかない物

質でも、素材として使うには、この特性をはずし

ては何も発言することが出来ない。テクニ ックと

いうとき、一枚ずつの版に描画する以上に、この

素材をどう解釈するかに、より大きくはくの輿味

が片寄っていることも否定できない。一一以上で

抜粋終り一一

「現代木版画:その多様性と制作」
黒崎彰

一般的に木版画と 言い表される版画技法の中に

は、かなり多くの種類を見ることができます。

最も早い時代から実用的な印刷技術として発達

した木版もしくは木版画は、 i羊の東西を問わず時

間を重ねた幅の広い技法を今日に伝えてきました。

特にアジアでは木版画に換わる、新たな版式を生

みだすことが全く無かっただけに、その技法は長

い年月をかけた工夫と洗練の度を加えて、すでに

頂点に達した版画技法とも考えられます。

代表的な例として、江戸盛期に完成した日本の

「錦絵」と、錦絵の生みの親ともな った中国の套印、

套色法、明代後期に考案された「タオパン」の二

例があげられるでしょう 。
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ところで、木版画には「板目木版」と「木口木

版」の二種類があります。

木の側面を版に用いる古来からの凸版形式を板

目木版、木の断面を版に用いる新技法の同じく凸

版形式を木口木版と呼ぴ、区別するのはご存じの

通りです。また板目木版は必要な線、面を残し不

用な部分を削り取るところから「陽刻木版画」と

いい、一方明暗でものを眺め、明るい部分を彫り

下げつつ制作を進める木口木版は「陰刻木版画」

と呼んできます。

木口木版は比較的新しく十八世紀に英国のトー

マス・ビウイ ックによって始められた技法でした。

この方法はビュランの技法を銅から木へ、版材を

移して試みられたものであると同時に、凸版の活

字と並べて一度に刷れる挿絵版を目的に考案され

た技法です。銅版に代わる、より経済的な方法と

して現われただけに、木口木版は木版より銅版の

特徴を強〈残していますが、伝統的な陽刻木版の

世界に陰刻法を導入した貢献は、特に高〈評価さ

れるべきでしょう 。

陽刻と陰刻の彫版法を巧みに生かした作品に、

ゴーギャンのすぐれたタヒチの連作木版画があり

ます。それらのいずれもが版材に木口用のツゲ材、

しかも互いに小さい部分を張り合わせた大型の版

を用いており、板目と木口の中聞をゆく新しい木

版画の世界を創造することに成功しています。

木版画は使われる材料と道具によ っても、さま

ざまに異なった技法を作り出します。彫り具や刷

り具、版材やインク、紙などの違いによ って、木

版画はそれぞれ異なった姿や形を現し、時代や文

化の違いと共に広範なイメージの様相を表出して

きました。中でも彫りだされた画像を版から写し

取るために使用するインクの性質の相違は、木版

画の表情や技法のみならず、大きく東西の文化と

美意識の差をも形成するに至ったと考えられます。

よく知られるように、これまで東洋では水性の

絵具が、西洋では油性の絵具が木版画に用いられ

てきました。印刷用インクとしてすぐれた適性を

持つ墨を育ててきたアジアの国々では、近代にな

って西洋から移入されるまで、ついぞ油性インク

の存在に気付くことはなかったのです。そのため

中国や日本では墨を中心とする「水性木版画」の

技法が長い歴史を誇り、中世以後油性インクを手

にした西洋はルネサンス期にすでに「油性木版画」

一17-

の全盛期を迎えていました。

先に上げた錦絵やタオパンは水性絵具を用いる

多色木版画の、共に最も高度な技法といえますが、

さらにその完成より一世紀以上も早〈、ルネサン

スの木版画は油性による多色木版画をすでに体験

していたのです。しかし、余りにも偉大な芸術の

復興と活動の陰で、この期の木版画は複製品の制

作に'Itしく、東洋の木版画のごとき独自な様式と

領域を創造するにはついに至りませんでした。

インクの相違はその印刷、又は刷りの適性に応

じて異なった性質の用紙を必要とし、西てすまコ ッ

トンが主体の硬質な紙が、東では吸湿性が強〈軟

質な靭皮繊維の紙が育っています。さらに紙の性

質に応じて刷りの方法も変化し、はじめはどちら

も同じような手刷りであったものが、西にはプレ

ス機やローラーが現われ、東では簡素な制り道具

のパレンや刷毛が発達することになりました。

東西の交流が盛んになるにつれ、木版画の世界

もさまざまな素材、道具、技法の交流が深まり、

大きく揺れているように思われます。他版種との

併用が普及し、その中から「凹版式木版画」、「平

版式木版画」も試みられつつあり、従来からの凸

版方式のみが必ずしも木版画とは言えなくなりま

した。木版画も他の現象と同じく今や多様化の時

代を迎えていると言えるのかも知れません。

以上、一口に木版画と言っても様々な形式や技

法、様態が存在することを簡単に述べました。こ

れらのどれ一つをと っても、また他と違った木版

画の世界が現われ、その底は深〈、展開は広大な

領域にわたって行きます。木版画の可能性は、こ

のメディアを用いる人々の数以上に、さらには無

限に残きれていると言うべきなのでしょう 。

きて、今回機会をいただいて、木版画の講習を

行なうことになりました。私自身は二十年にわた

り綿絵の技法を用いて制作を続けてきましたが、

伝統的な陽刻法や水性木版の形式にとらわれるこ

となく、様々な技法を併用し現代木版画を楽しん

できました。綿絵から出発し、あくまでもその技

法が制作の基礎になっていますが、実のところ、

いろんなアイデアと手法を加えて私の木版画が成

り立うているように思います。それらの一部をお

目にかけるつもりですが、皆さんのご参考の一端

にでもなれば幸いと考えています。



-版画教育の現況

女子美術短期大学 松本 要

私が非常勤講師として関係している女子美術短

期大学ーグラフィクテザイン教室の学生数は、 1 

学年150名で、 2年次に卒業のため、計300名とな

り、卒業生の内から専攻科として30名程度がさら

に加わって構成されている。グラフィクデザインを

専問としているので、タイポグラフイ 、オフセ ッ

ト、シルクスクリーンの三つの授業がある。加え

て、映像を加味したものとして、コンビューター

グラフィクスの授業もある。その中で、デサ2イン

と言うより、版画の範嬬に入れて良いと思われる

ものに、 2年次の選択授業のシルクスク リーン、

オフセ ット、そして専攻科のプリントワークがあ

る。この紙面では、私が直接担当している 2年生

のシルクスクリーンと、シルクスクリーンの技法

による卒業制作についての、現状と、考察を報告

してみたい。

2年次で選択するシルクスクリーンは、ここ 2、

3年多少の変動があるが、 10-15名のクラスが

3つあり、約40名程度の履修者としている d スケ

ジュールは、毎年多少の手直しはあるが、今年度

の場合、週 1回(3時間)を印刷概論から作品構

評を含め17週ある。実習は 2つの課題に従って制

作を進めている。

一課題・ 1-

画面サイズ27cmX35cm程度で、写真(ハイコン

トラスト)と、カ ッティング版(赤ルミラーフィ

ルムを使用)と、描き版(フィルムにオペークイ

ンキやオペークペン等の描写でさらにインレ夕、

スクリーントーンを加えた整版によるもの)の 3

つの技法で、 3版3色にまとめ、8枚を刷る。最

初の写真版は、あらかじめ設定しである 4種の内

から選ぴ、色彩は、 5色 (透明インキ)の中より

選択し、各自印刷する。これは、ある種のテーマ

制作と 言えるだろう 。摺り重ねられる後の 2版は、

透明イ ンキ10色、不透明インキ10色の中から選ぴ、

混色はしない。ここでは、シルクスクリーンが初

体験の学生が多いため、技法の習得と、与えられ

たテーマにどう対応するかが、制約された中での

表現を体験するのが主眼となっている。これはデ

ザイ ン科という特色を考慮、してのことである。

一課題・ 11一

画面サイズも35cmX44cm程度と大きくなり、 5
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版 5色で各自のイメージプランにより制作する。

印刷技術も多少向上し、網かけした写真版も使用

し、その他、課題 Iで習得した製版法を加えでの

自由制作である。ただし、デザ、イン的(レコード

ジャケット、ポスター、 Tシャツ等)なものはさ

けることにしている。刷数は15枚で、 10枚のケン

ト紙と、各自、好みの用紙5枚を加える。色数は、

透明10色、不透明20色の中から選び、やはり混色

は、原則として認めないこととしている。ここで

は、それぞれのイメージを、どの様に昇華し、定

着させるかが眼目で、グラフィ ックデザインの主

要素であるイメージを、一度客体化 し、組合せ、

再現させる実習によって、そのプロセスが体験出

来ればと、配慮している。その他に、デザイン概

論、グラフィクデザインの基本的な工程の説明を

する。各自の作品に費用の点で持ち込むことが難

かしい色分解は、 4色に版分けされたサンプルを、

刷り重ねの実演をして説明している 。なお、高度

の技術で、各自が手がけることが出来ないものは、

参考作品を見せることで、補充している。

用材について少し補足すると、枠は、アルミに

テトロン 250メッシュを張ったものを使用し、解

版は、各自が責任をもってすることとし、インキ

は、ナ ッダーの 9000シリーズの透明色を使い、不

透明は、セイコーアドバンスの JRPシリーズを

使用している。混色(調色)をさけているのは、

インキの無汰をしないためと、白をまぜて発色を

にぶくし、色かさねの効果が出にくいためである。

卒業制作一

選択でシルクスクリーンを履修した者の内から、

学生の希望と選考による 5-6名が、卒業制作に

シルクスク リーンを行っているが、一応B全サイ

ズ2点が目安となっている。表現は自由で、用材

も可能なかぎり多〈使用できるようにし、卒業制

作の期間中は、集中して制作できるのと、少人数

の為きめ細かいアドバイスが出来ることから、充

実した作品が出来上がり、最も版画らしい作品と

いえるが、厳密にみると、やはり、それぞれ不充

分な点もある。それは、技術の問題というよりも、

造形力不足ないしは根幹となる思想的ともいえる

ものの弱きが、露程するためではないか。そこに、

造形教育の根本的な問題がいつも存在するのでは

ないかと思う 。



昭和62年度卒業制作

O守屋佳代

父の主張、母の主張 :私の主張一①

52 X 46cm(各) 9点組父 2版 2色、母 2版 2色、

私 3版 3色、各 3種色違いで印刷(守屋の印を写

真版の綱点の様に押すことで肖像を浮び上らせて

いる。)

O大庭薫

聴覚的媒体 95X 116cm 9版 5色 ② 

視覚的媒体 95X 116cm 8版 4色一③

O 佐藤彩子

深淵 I・II 85X75cm ④、⑤

1 -3版 II-4版 Iは和紙にオイルパステ

ルでドローイングとフロ ッタージュした物を整版

IIは和紙にオベークインクで筆太に描いたものを

整版、無数に刷り重ねた為め、色数は不明。

③ 
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名古屋造形芸術短期大学 加藤茂外次

1.版画実習の現状(平成元年度) 表一 1

下之 洋 画 インターメディア

人
約30名 50名

l 数

年
時 集中(2週間)16コマ

4週間(ローテーンヨン)

間 週 5コマ

次 版 エッチング(ジンク版)
シノレタスク リーン

種 (写真製版法)

人
版画専攻 12名 版画専攻 10名

2 数

年 時間 1年間(週刊 コマ) 1年間(週 7コ?)

次 I坂 エ yチング、リトグラフ エッチング、リトグラフ
種 シルク、木版など シルク、木版など

人
版図専攻 2名 版蘭専攻 2名

専 数

攻 時間 1年間(週12コマ) 1年間(遡 12コマ)

科 版 エ ンチング、リトグフフ エ ッチング、リトグフフ
種 シルク、木版(選択) シル夕 、木版(選択)

人 2名 ※聴講生うち 1名は聴、 数

時
外国 人(アメ リカ )

ま葺
情司 1年 IHl(週10コマ) 留学生

生 版 エ ンチング、リトグラフ
種 シルク、木版など

2.版画アトリエ・工房平面図(平成元年8月現在)

ン
ル
ク
用
流
し
台回

目

腐食室

作車机 I I主な備品

一一一一一一 作lエyチングプレス

設| 新日本造形RX2
文房童 GB-l

リトプレス

新日本造形SG H20 
作車机

2古

岩佐 3古

日時 シJレタスクリーン

ミシ'?SHT-B2

a 
巴一古 臼

白ー古 lo-H11

臼 リト日

鶴義アトリエ輩周

研究室

狭いアトリエを何度も模様替えして、使い安い

アトリエづく りに努力しているが、狭いことは一

番の問題。研究室も多目的にf変われている。

3.カリキュラム

表一 1のように、一応、版画専攻の学生は、 4

版種の実習が可能。しかし、時間的にも、自分の

納得のいく作品づく りはむずかしい。専攻科へ進

めば別だが、人数の制限もある。一年次の版画実

習は、版画のイントロを少しといったところ。

インターメディアは、コースの特徴として、ビ

テーィオ、写真などの延長としての版画を考えてい

る。アトリエ使用最大40名という時間帯もあり、

アトリエや教員のからみで、カ リキュラムの工夫

が必要。

4.版画指導の問題

(1)短大での版画指導は、時間的な問題が大き

い。表現というより、 4版種消化型学生が多くな

りがち。

(2) Iやる気」を換起するという 基本的問題があ

る。批評会や研究室展を目標に立て、追い立てる

教員のやる気によるところが多い。

(3)卒業後の心配も大きな問題。じっくり構え

てという悠長なことは言っ てられないのが現状。

センスのよい学生を将来的にどう伸ばすかこれ

もむずかしい問題の 1つであろう。

名古屋造形芸術短大
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九州芸術工科大学 吉田東

この版画工房は昭和58年、学内各所に点在して

いた印刷関連の施設をまとめて出来た、印刷笑験

棟の一部にあり、エ ッチングを主とした設備で構

成され、環境 ・工業 ・画像設計、 三学科の 2年生

(40名x3)の後期15週 (3hXI5)の授業に使用

されている。

授業のすすめ方は、一枚の鋼板を使用し、版の

準備 (ベペリング ・研磨) 2週に始まり、ライ ン

エッチング・アクワチント ・ソフトグラ ン ド・リ

フトグランド各 2週を、順次、同一版上で試み、

製版法と同時に、イメージの変容を試みさせる 。

残りの 5週を使って、各段階の刷りから、各自な

んらかの法則を探り出して、その表現に適した製

版法を使って作品を完成される。製版法を試みる

各段階では、刷りに重点を置き、版画上のわずか

なキズも刷り逃がさない、均一な刷りを心掛けさ

せている。

この授業の目的は、やっかいで、予測を拒絶さ

れながらも、無計画からくる混沌の世界に落ち入

り、そaしてそこに遊び、最終的には、何んらかの

法則を発見しなければ充足きれないという、過酷

な生みの過程を体験することにある 。そして又、

この間に、物造りの「勘」と、設計家としての計

画性を育成してもらうことでもある 。

版画の特性である閉じものが多数出来るという、

能率の問題、及び、複製技術としては捉えずに、

Disegnoの延長線上に、版画を位置づけて行って

いる 。施設・設備の管理に関しては、授業がー ク

ラス40名という多人数であることと、わずかでは

あるが、研究生と同居ということもあ って、工房
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の構成はフレキシブルに対応できるように考慮、し

作品の展示、技法の掲示はせず、能率的で、無性

格な空間にしておくことに勤めている 。この点は、

版画の専門家を育てるためには、少々味けなく、

面白味に欠け、積み重ね原理に反するが、極〈最

近(1989年 7月)福岡市美術館の依頼を受け、

Work shopとしてインド・マレーシア・イ ンドネ

シア・韓国・日本の 4、50代の作家に開放し、 一

人 120枚という、工房始ま って以来のエディショ

ンを製作してもら ったが、専門家には、仕事がし

やすい工房との評価をいただいた。

施設 ・設備は出来るだけ、原点的にシ ンプルに

しておきたいが、授業が冬期に及ぶので、腐蝕に

手間どり、近代兵器で改造の余地が残されている。

当工房の目玉備品は、円形独立型プレートウォー

マ(サーモスタ ット付)で、 φ120・H90cm、 ド

ーナツ型で中心部にポケ ットを持ち、寒冷沙を入

れることが出来、多人数 ・大型プレートにも対応

できるものである。

工房の人的構成は、教官(1)教務職員 (1 )研究

生(0-3)。研究生の研究テーマは各々、自主的

なもので行なわれている 。

私自身の研究は、他の授業も兼担しているので、

あまり時聞がさけませんが、 一枚の版で 「イメー

ジの限りなき変容」と題して、各段階の刷りは一

枚限りとして、継続記録することと、ごく最近、

同僚の英文学者と「ブレークの研究」を始めたと

ころである 。

今後、先輩 ・後輩諸兄のご意見、ご助言を迎ぐ

ことになると思いますので、その折は、よろしく、

ご指導願います。

九州芸工大版画教室
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基礎的な版画

基礎的な版画研究の実技指導は、木版画、石版

画、銅版画、シルクスクリーンを開講しています。

学生はこの 4つの中から好きな版種を選択するこ

とが出来ます。制作にあたり簡単な版画の基礎的

な歴史、技法、又、現代版画について講義を受けま

す。次に下絵を制作し同時に制作意図を提出し、

版制作に入ります。必要に応じ、夏休みなどを利

用して集中的に学外講師を依頼し、より高い実技

指導をおこなうこともあります。しかしより広〈、

深〈研究するには、カリキュラム、教室、教員な

どの条件があまりにも低くすぎるという現状の悩

みがあります。

文献研究では特講などを含め、現代美術の中で

版画の立場、意義などについて研究しています。
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【はじめに】

私どもの大学は美術の学部、学科又コースをも

っ大学ではなく、家政学部児童学科です。 こうし

た立場の大学、短大の美術教育は全国に多くあり、

それにたずさわる教員も多いものと思います。

当学科の美術に関する科目は次の様です。人文

演習美術教育ゼミナール、児童学演習美術教育専

門ゼミナール1・2、図画工作 1・2、絵画制作、

文化特講美術、美術教育卒業論文、卒業制作とな

っております。この中で版画教育がおこなわれて

いる科目は図画工作 1・2、絵画制作、卒業論文、

卒業制作です。

入学に際し美術に関する試験は一切しませんが、

美術に興味を示す学生は多く、したがって美術を

中心に履修する学生も多数います。卒業後は幼稚

園教諭として、美術の得意な教師として活躍して

います。他に美術大学への再受験、教育系大学院

への進学、又子どもの絵画教室などの講師、まれ

に制作を続ける者もいます。

こうした美術教育の状況の中で版画教育は、基

礎的な版画研究と幼児の為の版画研究との二本立

てでおこなわれ、それぞれ実技指導と文献指導と

を実施しています。

山村園畠金城学院大学

男子)
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幼児の為の版画

一方幼児の為の版画研究は、子どもの美術教育

全体の中で版画教育の有効性を研究しています。

現在幼稚園などで活用されている技法には、紙版

画、粘土版画、発泡スチロール版画、野菜スタン

ピング、器物スタンピング、モノプリント、ステ

ンシル、ローラープリントなどがあります。これ

らの技法の多くは遊びを含んだ子どもの安全性を

配慮した技法が中心となっています。

子どもの版画に関する研究はすでに多くの研究

がなされていますが、最近私がおこなった研究で

描画活動の苦手な子どもに、描画に興味をもたす、

有効的な手だてと考えます。クレヨン、 パスなど

による描画活動を苦手とする子どもでも、紙や木

などで工作をすることには興味を示す子どもは多

いようです。

版画の版づくりには、描画活動とは異なる面が

多〈、工作的行為と遊びの延長にあり、版画教育

は描画の苦手な子どもには、描画に興味を抱かせ

る手がかりになると考えます。

文献研究では、内外の子どもの造形と版画にか

かわる研究をしています。

環境づくり

近年講義科目においても学生の無駄話しが多い

ようて"すが、実技指導においても同様な現象がみ

られます。数年前から大脳生理学のいくつかの論

文と、他大学の報告を参考に創造性と集中力を高

める環境づくりの研究にとりくんできました。

具体的には実習室にオーディオセ ットを設置し、

e授業の初めから終了まで一定の音楽を流し続ける

方法です。授業開始から数分で学生達は黙々と制

作をします。問題の集中力は最初のうちは、バラ

バラでしたが、回を重ねるたびに成果は見られ、

現在ではかなり持続するようになりました。した

がって、作品自体にも明らかに良い影響が見られ

るようになりました。

国際化への教材

版画教育は私どものような幼児教育学科では、

専門の大学とは異った研究目標をもつことが出来

ます。その一つに前述した描画活動の苦手な子ど

もへの輿味つ。けです。もう一つに現代版画のも っ

ている多様な表現と国際性を、鑑賞教材とするこ

とです。即ち人間形成の重要な幼児期に異文化を

理解出来うる感覚を育てることです。

日本人の感覚の中には異った考えを排除しよう

とする感覚があります。学校教育でのいじめの問

題にも異文化への無理解な感覚が、かかわってい

るものと考えられます。幼児期に国際性豊かな、

多様な版画文化を見ることは発達過程において重

要です。日本の美術教育、とりわけ幼児期において

は、制作することに重点がおかれています。音楽

教育で幼児期に良い音楽をくり返し聴くことが、

音楽的感覚を形成する重要な手だてだといわれて

います。美術も同様に幼児期に良い作品をくり返

し見ることは、文化意識に多大な影響を与えるも

のと考えます。

学生達がやがて社会還元の中で名作を生みだす

ことと同じように、多くの子ども達に国際性豊か

な文化意識を育くんでやることは、 21世紀への美

術の平和的、社会的、寄与になるものと考えます。
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マッチ棒によるスタンピング (5才 男子)
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戸ルパータ大学 筆塚稔尚

大学版画学会と、カナダ・アルパータ州にある

アルパータ州立大学 (Edmonton)及び、アルパー

タ美術大学 (Calgary)との間で、交流展が催きれ

るにあたり、現在、アルパータ州立大学にて、カ

ナダ政府奨学金を得て研究員として制作している

私より、こちらの様子を簡単に報告いたします。

州都エドモントンにある総合大学は、旧市街地

に在り、現在の新市街地とは、サスカチュワン川

をはさんで対岸にあり、この都市の中心を成す程

巨大なキャンパスを持っています。周囲は緑深い

良い環境です。高層ビルに登るか、 ドライブに出

かけない限り、ここが海からは遠〈離れ、大平原

の真中にある都市であることには、全く気付きま

せん。

大学のカリキュラムは全て学生の自由選択で、

決まりますが、こちらは能力と経験に応じて、300

レベル-400レベル等とクラスが組まれています

ので、レベルに応じて選ばなくてはなりません。

また学生はフルタイムとパートタイムとに分かれ

ており一種の社会教育的面も兼ねており、 中には

1プログラムを得るがために大学に来るサラ リー

マン、資格を得るために来ている看護婦、等々、

日本とは比較できない程、キャンパスが、社会に

向けて聞かれている感じです。従 って学生数も

26，000人、留学生2，000人位と多く、昼食時には、

どこからこれだけの人が集ったのか驚〈程の人ゴ

iとなります。

美術学部のカリキュラムも少し日本と異なって

おり、学生は各自専聞の所属はなく全てのプログ

ラム(絵画 ・彫刻 ・版画 ・デザイン)を受ける事

ができます。そして少しずつレベルを各自の自主

性で専問分野が決まってゆきます。

きて版画のコースですが、学部カリキュラムは

別掲の様に組まれており、月火水木がプログラム

金土は各自の自習時間として自由に実習室を使う

ことができます。もちろん他の空き時間も自由に

使えます。前期、後期各4か月通じてのプログラ

ムですが、日本の様に毎日連続して 1つのプログ

ラムが進む訳ではないので、学生は毎日毎回全て

片付けなくてはならないのと、共有するインク、

材料が日本よりも少なく、自分でほとんどの材料

を手配しなくてはならないので、日本とは、ちょ

っと勝手が違います。彼等には、普通なんでしょ

うけど…-。

教授陣は、教授 3名、講師3名(日本でいう非

常勤講師ですが、 1プログラムの全ての責任を負

っています。)技能員 2名(日本でいう助手に当た

りますが、完全に技術指導と機材のメインテナン

スだけで、学生等の大学事務は全て大学の別の事

務員が担当しています。)前記名 6名と技能員 1名

で、 7つのプログラムが現在、水性シルクスクリ

ーン、 4プログラム、油性木版2、写真製版実習

し として進められています。先生の年令は50-

28才、学生は約15オ位の幅はあり 、各世代の色々

な経験と教え方、感じ方があって非常に面白く感

じます。また教室は、通路兼、各自のマ ップケー

ス(全学生にマ ップケースが与えられます。)置場

をはさんで、全ての講座を眺めることができます。

現在学部生80名程が版画の講座を受けています。

特に興味を感じたのは、同じシルクスクリーン

でも各先生と各クラスレベルに応じて方法が、ま

るで異っています。ツールェを用いて、フロ ッタ

ージュ中心に教えるクラスがあったり、オブジェ

を作ってドローイングさせながら進めるクラス、

3原色分解を中心に教えたり、中には、エスキー

スができあがるまで、それを 4分割して異った方

法で表現する (ネガ ・ポジとか、線、面など)こ

とを学生には教えない先生など様々です。しかし

全先生とも、スライドを用いて各自の作品と考え

方等、自分の歴史を学生に紹介していました。た

だ実技だけでなくうまく学生と対話しながら実習

が進められるのに感心させられました。

講義にも面白いものがあります。大学院 1年生

10名全員参加の講義ですが、毎週異なった作家、

リトグラフ研磨重
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研究者、デザイナ一等色々な美術の分野から専問

家を招待して、彼等と直接作品や考え方等につい

て話し合うセミナーです。新学期が始ま って、ま

だ聞がないので、 1回目は版画コースの教授であ

り石版画家であるLyndalOsbone、 2回目はウイ

ンベグ在中のIvanEyre(油絵作家)3回目は全美

術学部生対象にIvanEyreと同時期に、 Edmonton

Art GalJery (美術館)で展覧会を行っていたスウ

ェーデンの作家達とのパネルディスカ ッショ ンが

ありました。今後、地元の作家、等も交えて各方

面から様々な人を招くそうです。

こちらの大学では新学期に必ず美術学部、特に

版画の学生を対象に「薬品の取り扱いと安全対策」

と題しての講義がありました。主としてこちらで

は、プリ ントクリーナ一、シ ンナ一以外の薬品は

使用していません。またスプレー作業は、スプレ

ールームが備えられており (35m'位)写真製版等

の危険な薬品を用いる際にはここが使用きれます。

アクアチン卜等は松脂、アルコールを用いず、エ

アスプレーでアスフアルト(クランド、 黒ニス )

を用います。それで学生は必ず、1. 防臭マスク

2. ズキンケアクリーム(インク等を使用する前

に手に塗るクリーム) 3.対溶剤グローブを購入

しなくてはなりません。私も日本では、これらの

危険性は充分知ってはいましたが、面どうくさい

ので、あまり気にしていませんでした。しかし、

実際この大学は、危険度表示のステ ッカーと禁煙

のステ ッカーがやたら目に付きますし溶剤の使用・

管理は技能買が、行なっています。美術学部のみ

ならず、全大学で、 20%一50%の換気が常時行な

われています。先にも述べた様にシルクは水性で

すし、ここでは硝酸は一切使用していません。こ

れはただ単に、危険性だけでなく Edmontonの街

に共通して言えることですが、冬が厳しく、暖房

の必要性と空気の浄化という相反することを両立

させるために特に気を配っている表れだといえま

す。

さて銅版画素材で気がついたことですが、ここ

では銅板が非常に高価で・建材用の 0.3-0.5mmの

ものか、そうでなければ1.6mm位の極端に厚いも

のしか手に入りません。ここでは、 10年程、以前

には亜鉛板を使用していたそうです。ですからイ

ンタ リオとしての凹版として銅版画をとらえたほ

うが良い様です。従って、描写的なもの、写真を

使用するものは銅版、それに、モデリング・ ペー

スト、コラ グラフ、カーボラ ンダムを使用するケ

ースが割あい良〈見られます。またリトグラフも

他の版種と併用したり、学生も比較的柔軟に版画

素材と付きあ っている様です。

最後に私が、学生として、また、助手、講師と

して過ごした三大学とこの大学を通してみて、 一

番思ったのは、それぞれ独自の方法論と限られた

環境の中で制作している訳ですが、その限度を、

はっきり知っている人が一番それをうまく利用し

ていると感じました。そして、それが、表現に う

まく結びついている様な気がします。また 2週間

ないし、 3週間の素材にふれるには、あまりに短

かい我々の集中講義のあり方にも、少し疑問を持

ちながら、日本で 1-2か月の集中講義が可能か

どうか考えている今日、この頃です。

版画コース ロビー
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設備 ・環境(面積は、だいたいです)

学部約100m'共用

1. (t自性木版 空気圧式平圧プレス 80 x 120cm 各 1台

銅版画 エッチングプレス 100X170 電動

(オークランド町 駅 150

グリフィンプレス 55 x 150 

※100 X 130cm X 10cm位の流しに紙をひたし、ワラ判紙

で水気をと って使用しています。

2. 腐蝕コーナー 18m' 

※塩化第 2鉄のみの使用て¥他の部屋とは隔離していま

せん。

3. 暗 室 15m'

焼付室 20m' 

4.石版画 50m' リトプレス 60X80 

70X90 

90X70 オフセ y ト

研磨重 12m' 

5. シルクスクリーン 50m' 

水洗コ ンプレ ッサールーム 15m' 

6. スプレールーム 50m' 

ここは、共用スペースで他の学生も使用します。

シンナ一系、写真用 KPR等の塗布に使用しています。

換気ダクトが一つの壁全面に備えられておりスイ γ チを

入れると 8時間連続作動し ます。

大学院共有スペース100m'lエ チングプレス
オフセ ットプレス

ンルク帽IJり台

暗室 5m' 

個室 7 m' 

100X 170 

70X90 

60X80 

120X 180 

X6室

大学院生専用のスタジオで現在6名居ます、大学院生

には、全てのスタジオと学部事務室(大学院生には専

用のメイルポ γ クスがあり全ての学内外情報はここに

入れられる)の鍵が与えられ24時間設備を使用できま

す。

カリキュラム

8 : 00 11 : 00 2 : 00 5 : 00 6 : 30 

11 : 00 2 : 00 5 : 00 6 : 30 9 : 00 

前期i
A B C 

9 -12月

後期 / 1/ 1/ 1 -4月

講義等に当てられる

各プログラム週 2回月水

火木など

学部と大学院の共用リトグラフ室
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